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第 2分科会高等教育政策
<参加者> 10 名
<担当>鈴木正紀、赤浮久弥、
小笠原玲子
<司会 >赤津久弥
<記録 >赤津久弥
本分科会は 190 年代以降の高等教育政策
の振り返りと今後の展望の議論とを狙いとし
た。なお、高等教育政策が分科会で取り上げ
られるのは第 3 回以来実に 13 年ぶりである。
はじめに、文教大学の鈴木正紀氏より池内
了著『大学と科学の岐路』を要約するかたち
で発表があった。池内によれば、「大学への
国家の介入が強まったJ 190 年代以降の大
学改革(大学設置基準の大綱化、大学院重点
化、国立大学の法人化)とそれに伴う大学の
変容(国立大学の予算削減、教職員の多忙化、
いわゆる「評価漬けJ による疲弊、今後進む
であろう目立大学の種別化等)により「今、
大学と科学をめぐる状況が大変な状況を迎え
ている Jo また、諸外国との比較に基づき、
日本の高等教育の特殊性 (GDP 比 0.5% とい
う低い高等教育費、私立大学が引き受ける学
生の多さ(全学生の 75%) 、国立大学の授業
料の高騰等)も指摘している 。
次に、鈴木氏の発表を踏まえて参加者同士
で、他大学の実情への質問や報告、意見交換
を行った。話題は以下のとおり多岐にわたっ
た。競争的資金獲得のための支援として何か
行っているか(大学によっては URA や FD
担当部署が科研費申請書の書き方講習会を聞
いている)。国立大学と私立大学では、経営
層や管理職の意識に違いはあるだろうか。教
育の質をどのように評価しているか(大学に
よっては卒業生に、できるようになったこと
をアンケート調査している)。社会への人材
輩出の観点から学生にいかに幅広い教養を身
に付けさせられるだろうか。逆に初等・中等
教育におけるアクテイブ-ラーニングの実情
はどうか(まだ 一部にとどまっているようで
ある )0 2018 年問題を控えて大学は学生の取
り合いではなく、連携や協働といった知恵、の
あるやり方を模索する必要があるのではない
か。いわゆる「上から」の政策を批判するば
かりではなく、高等教育の現場から提言する
仕組みが必要ではないだろうか。その場合、
大学図書館はどのような役割を果たせるだろ
うか。
最後に、担当より、高等教育政策は常に変
わっていくであろうから再びこうした大きな
枠組みで議論を行いたいとの言葉があった。
大学図書館が大学に属する以上、私たちは
高等教育政策により注意を払わねばならない
だろう。本分科会は、ふだん日常業務の背景
に埋もれがちな高等教育政策に目を向け、さ
らに様今な立場の参加者から立ち入った話を
伺える得難い機会であった。
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